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１．　２００４年３月中間期の業績

金額 売上比 前期比 計画比

（億円） （％） （％） （％）

●連結売上高 2 ,558 100 .0 105 .7 101 .5
（単　独） (2,459) (100.0) (105.9) (101.5)

●連結売上総利益 255 10 .0 104 .1 ―
（単　独） (232) (9.4) (104.6) ―

●連結営業利益 28 1 .1 105 .2 105 .7
（単　独） (27) (1.1) (104.6) (106.5)

●連結経常利益 31 1 .2 104 .6 107 .4
（単　独） (30) (1.3) (103.4) (108.7)

●連結当期純利益 16 0 .7 108 .9 107 .1
（単　独） (16) (0.7) (106.2) (107.5)



２ ‐ (1).　【伊藤忠食品　中間売上レビュー】

【前中間期】【前中間期】 【当中間期】【当中間期】

　卸 +6.5　　百貨店 +29.8　　スーパー +98.7　　ＣＶＳ・ミﾆｽｰﾊﾟｰ +4.3　　その他小売 △9.8　　メーカー他 +7.2

　（主な要因）　　・大手量販店の新規出店、酒類免許取得店の増加及び地域スーパーとの取引増加

　　　　　　　　　　・大手百貨店による仕入先集約化

　　　　　　　　　　・ＣＶＳ取引の下げ止まり

　　　　　　　　　　・業務用卸との取引増加及び外食産業との新規取引開始

　　　　　　　　　　・物流収入の増加　（前期　55.3→61.2）
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２ ‐ (2). 【伊藤忠食品　中間売上レビュー】

【前中間期】【前中間期】 【当中間期】【当中間期】

●●　酒類（含：ギフト）構成比　　酒類（含：ギフト）構成比　38.538.5％（前期　％（前期　35.735.7％）　　　　　　％）　　　　　　●●　販売単価・物量（　販売単価・物量（c/sc/s））のの推移推移
　　　　　　
　　　　　　・ビール　前期比　・ビール　前期比　111.4111.4％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物量　　　　　　単価％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物量　　　　　　単価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均　115.7115.7％％   　　　　　　
　　　　発泡酒　前期比　　　　　発泡酒　前期比　121.1121.1％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒類　　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒類　　　110.6110.6％　　　　％　　　　102.8102.8％％
　　　　　［発泡酒比率　　　　　　［発泡酒比率　45.845.8％％   （前期　（前期　43.843.8％）］％）］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食品　　  104.9  104.9％％             95.9            95.9％％
　　　・和洋酒　　前期比　　　　・和洋酒　　前期比　110.6110.6％％
　　　　　　　　焼酎（焼酎（130.9130.9％）、ｶｸﾃﾙﾄﾞﾘﾝｸ（％）、ｶｸﾃﾙﾄﾞﾘﾝｸ（116.3116.3％）、雑酒（％）、雑酒（284.5284.5％）増％）増                       合計　　　合計　　　103.6103.6％　　　　　％　　　　　99.299.2％％

●　●　食品（ギフト、その他を除く）　前年比　食品（ギフト、その他を除く）　前年比　100.2100.2％　　　　　　　　※単独・総売上ﾍﾞｰｽ（除、返品・値引）％　　　　　　　　※単独・総売上ﾍﾞｰｽ（除、返品・値引）
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　　　　　　　　　　　　　売上総利益　　　　営業利益　　　　経常利益　　　　当期純利益

　　●当　　期　　　　　　２５５億円　　　　　２８億円　　　　　３１億円　　　　　　１６億円

　　　　（売上比）　　　　　１０．０％　　  　　　１．１％　　　　　 １．２％　　　　　　 ０．７％

　　●前　　期　　　　　　２４５億円　　　　　２７億円　　　　　３０億円　　　　　　１５億円

　　　　（売上比）　　　　　１０．１％　　　　　　１．１％　　　　 　１．３％　　    　   ０．６％

３ ．【伊藤忠食品　中間利益レビュー】

【連結利益の前期比較】

【売上総利益】

・　売上増加に伴う利益額増加

・　物流収入の増加

　　　　　　　　　・　酒類売上増加による商品粗利率低下

【営業利益・経常利益】

・　売上増加に伴う物流費増加、人件費減少

・　一括物流センター採算改善

【当期純利益】

・　投資有価証券等評価損の減少

　　　　　　　　　・　法人税等増加

【連　　結】　
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４．　重点施策

　　　　　　　　全温度帯物流機能の充実と全温度帯物流機能の充実と

　　　　一括物流受託の継続推進　　　　一括物流受託の継続推進

外食産業への積極的なアプローチと外食産業への積極的なアプローチと
物流・マーチャンダイジング（物流・マーチャンダイジング（MD)MD)提案力の強化提案力の強化

高利益商材の開拓と明確なメーカー戦略の確立高利益商材の開拓と明確なメーカー戦略の確立

ギフト商圏の拡大と新たなギフト商材の発掘ギフト商圏の拡大と新たなギフト商材の発掘
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